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For further deepen our consideration of the relationship between Avalokiteśvara and the Buddha-body theory in the rGyal rabs 

gsal ba'i me long and the Ma ṇi bka' 'bum, which the authors have examined so far, we will briefly outline the direction of future 

research. 
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1． 研究の目的と背景 

(1) 目的 
 筆者（谷口・佐久間）がこれまでに考察を加えてきた『王統明鏡史』および『マニ・カブム』（摩尼十万語）

の観自在菩薩1と仏身論の関係についてさらに考察を深めるため、今後の研究の方向性を簡潔に示す。 
 

(2) 背景 
チベット仏教史は大きく前伝期（nga dar）と後伝期（phyi dar）に分けられる。仏教が吐蕃王国に伝来した時代

は前伝期に属するが、その由来を説く文献（ここではその内容が史実に即しているかにかかわらず「史書」と呼
ぶこととする）は大部分、後伝期に成立した。 

吐蕃王国について扱った史書のうち、谷口はこれまでに『王統明鏡史』(rGyal rabs gsal ba'i me long)における仏
身説と『マニ・カブム』(Ma ṇi bka' 'bum)における仏身説について考察を加えてきた（谷口 2022, 2023, 2024）。
また、佐久間（2023b）は、『マニ・カブム』所説の成就法（密教的観想法）において、本尊の六字観自在が五仏
よりも高い地位に昇格していること、及び、仏身説の三身が礼拝対象として登場することを指摘した。 

『王統明鏡史』は 14 世紀にサキャ派の学僧ソナム・ギェルツェン（bSod nams rgyal mtshan）によって著された
歴史物語であり、吐蕃王国のソンツェン・ガンポ王を観自在菩薩の化身であると見なした上で、チベットの地に
仏教が伝わるのに観自在がどのような役割を果たしたかを、正統派の三身説を関連させながら述べている。なお、
この場合の「観自在」には、その化身であるとされる史的人物ソンツェン・ガンポ王その人と、彼の治世の初期
に現れたとされる自生の十一面観自在像との二つが含まれる。 

『マニ・カブム』は、ソンツェン・ガンポ王をやはり観自在菩薩の化身と見なした上で、『マニ・カブム』自身
がそのソンツェン・ガンポ王の著したテキストであるという設定になっている。実際の成立は、12 世紀から 13
世紀にかけて 3 人の発掘者（gter ston）によって著され、15 世紀までにほぼ現行の形が完成したと考えられる埋
蔵経典（gter ma）である。 

観自在の化身であるソンツェン・ガンポ王が著したとされる埋蔵経典であるという点で、『マニ・カブム』と近

_______________________________________________________________________________________________________ 
1 「観自在」は、玄奘による新訳であり、サンスクリットの原語「アヴァローキテーシュヴァラ」(Avalokiteśvara)に即した訳
語である。また、チベット語の「チェンレーシク・ワンチュク」（spyan ras gzigs dbang phyug）もまた、「観自在」に対応す
る。インド・ネパールでは、「アヴァローキテーシュヴァラ」の別名として、「ローケーシュヴァラ」（世自在）（lokeśvara）が
しばしば用いられる。他方、「観世音」という名称も知られるが、それは鳩摩羅什による旧訳で、「世の衆生の救いを求める声
を聞いて救いを与える」ことを意味する（速水 2000: 44）。日本においては「観世音」、「観音」とも呼ばれるが、本稿では上
述のサンスクリットの原語やチベット語に対応する「観自在」の名称を用いる。 
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い関係にあるとされる『カチェム・カコルマ』(bKa’ chems ka khol ma)については、近年、槇殿伴子氏によって精
力的に研究成果が発表されている（槇殿 2023, 2024a, 2024b）。 

なお、谷口・佐久間 (2025)では、チベット史書の一つである『パクサムジョンサン』(dPag bsam ljon bzang) に
おけるソンツェン・ガンポ王と観自在をめぐる記述に関するテキストのローマナイズを行い、今年度、その翻訳
研究を行う予定であった。しかし、その内容を理解するためには『パクサムジョンサン』以外のチベット史書の
内容を理解しておく必要があると気づいた。そのため、その翻訳研究の代わりに本稿を執筆した。 

 

２． 研究の展望 
 『王統明鏡史』については、それに先行して書かれ、その著者が執筆に際して参考にしたチベット史書として
『プトン仏教史』(Bu ston chos 'byung)と『赤冊史（フラン・テプテル）』(Deb ther dmar po)がある。 
 『プトン仏教史』には、ソンツェン・ガンポ王の初期に自生の十一面観自在像がチベットにもたらされたこと
についての言及があり、さらにソンツェン・ガンポ王自身が観自在菩薩の化身とみなされ、彼と２人の王妃とも
ども十一面観自在像の中に消えていなくなったことについての言及もある。しかし『王統明鏡史』のようにそれ
らを仏身説と関係させて展開することはない。同じことは『赤冊史』にも当てはまる。 
 上述したように『プトン仏教史』にはソンツェン・ガンポ王の時代の記述において仏身説の展開はないが、そ
のことはプトンが顕教の仏身論に疎かったことを意味する訳ではない。プトンは密教にも造詣が深かったが、顕
教に対しても並ならぬ学識を有していた。そして彼は、『現観荘厳論』に対するハリバドラ注に対して、複注『阿
含の穂』（Lung gi snye ma）を著している。『現観荘厳論』は仏身が３種であるとも４種であるとも読みうるテキ
ストで、ハリバドラの指摘に基づいて、後世のインド及びチベットで仏身論論争が起こった。プトンはそれに対
する註釈を施す程度に仏身論についても詳しかったのである。 
 むしろ問題の設定としては、“『王統明鏡史』や『マニ・カブム』が観自在菩薩に即して仏の三身説を展開する
のに、なぜ同じテーマを扱う『プトン仏教史』や『赤冊史』にはそのような展開がないのか”が当を得ていない可
能性がある。仏ではなく菩薩に過ぎない観自在に即して仏身説を展開することに無理があるので、正統的な仏身
論を知っている者はむしろそのような展開をしないほうが当然であろう。 
 だとすれば、『王統明鏡史』における仏身論の特異性を明らかにするためには、『プトン仏教史』や『赤冊史』
において仏と観自在菩薩とがどのような関係性を持つものとして説明されているかという観点で分析していくこ
とによって、一定の成果が得られるのではないかと思われる。 
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